


写真-2 背 面上のえ兄(Case 2)

ルの平均値ι示す。渦

o水来さnのス午―ル

(町)は河幅  (△)

と同終良となり、渦の

流下さ負のスケーサし

(E、)1ょ|,∫Δ～174

となった。渦の入ケー

|しは,K沢′フ|し―ド夜

|こあより関4Rしない。

写真-2は 渦ざ連続山

|こある場合の贅面上の

統 であり、写真-3

は渦0壼よりが短い場

合の沓面上の流況である。主流|ょ渦上面に沿って流晨ることがぅか

る。写真
-3よ り主瀞 魔面に重した所で上昇流び生じてヽ)る。こ

の住康f)柏自t主流0,急 角度により、流入角度が人さ、■塁漱い)

上員えさ生しろ。また、燃 え|め員がかな1)衣沢ち負に変丘し河入

波高よりt大こくなった所に主か 衝夫した崎にt観測これた。

主)たぴ底砲|■負した所を再付塔点、とするとRaス滅KIvPに よう再

付着点における粒子は い慟君はこの上月疵にようものと考えS

Дる。再付着点の長ttよ汽o榊 在方に影響t4、重綱 にあム

| 長ゞくなり(写真-2)、 連よりが短ll颯ば短くなる(写真-3).

表-2に写真より読み取つた再付着点の長さ(クレスト下流端かS)

写真―L

の平均値■示してある。これより、水剰 人主くなムば暮付着点、の長こtえ

干良くなろ傾向ざあろが、フルード激Jこムより関係しよヽ)とヽ えヽる。また、

■付着点の長■の平均値は2.6△～3.5△(クレストかS4.|△～'0ム )

となり、RattJ klガはリレストJ s`5。2△4甕て、)る。図-31よ再イ寸着点

の長もの度数分4である。■ムより、十人|■ピ́ 7盗持つ分布乙より耳有適

点の長tt統計的よ値となる。再付着点、より下流0瓶 |よ上流o渦 によう)た

鋼t減友し、ワレスト近くでは場Lネ層縮こ4と'ろ。

4,お わりに

可視たにより以上のようなた泉を得たが、今資ミ

にたi的足担左進め個 してヽ)=た )ヽ。

最後l■本翻えを行なうに当1)協力こ4たたム滲人

民(大豊ミ設)ノ熊沢誡4ξ́ヽ(深ハ町気場ら)やミ谷博夫

欠(2粕C史吉λ)ノ杉沢健~R(■かEl市役所)′ム中カ
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表-2 鴻 のスケープしの平均猛
と再付着点の長この平均債
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図-3 再付名点のitの 皮数分布
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写真-3 背 面上の流況(しse2)
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